
  東京大学医科学研究所倫理審査委員会第一委員会 平成２７年度第１０回議事要旨 

 

日    時： 平成２８年２月１日（月）１５：００～１６：３０ 

場    所： １号館２階会議室 

出  席  者： 古川委員長 
水本、鎮目、小池、佐々、大津、高橋、渡邉（俊）、井上（純）、渋谷、 
稲生、井上（悠）の各委員 

陪  席  者：  神里研究倫理支援室特任准教授 

板倉研究支援課長、金沢主任、佐々木一般職員 

 

（議事） 

１．倫理審査申請書の審査について 

（１）２５－９「抗原特異的T細胞を用いたHIV感染症に対する新規治療法の開発」（変更） 

（申請者：附属病院エイズワクチン開発担当・客員准教授・立川 愛） 

本件の変更内容について、申請者である立川 愛 客員准教授から説明があった。審議の

結果、これを承認することとした。 

なお、委員より指摘があったため以下の点に関して修正し、事務にて差し替えることとし

た。 

①  申請書について、以下の箇所を修正等すること。 

・申請者の職名について、「兼任」の記載を削除すること。 

 ・「２・２ 方法」について「1),2)の解析を行い～」の記載を修正すること。  

②  情報公開文書について、「加わっていただくことになりました」を、「加わることに

なりました」等の記載に修正すること。 

 

（２）２５－７３「抗原特異的T細胞を用いたHIV感染症に対する新規治療法の開発」（変更） 

（申請者：附属病院エイズワクチン開発担当・客員准教授・立川 愛） 

本件の変更内容について、申請者である立川 愛 客員准教授から説明があった。次いで、

競争的資金の追加の可能性、研究の過程で健常人に何らかの感染が判明した際の対応等につ

いて質疑応答が行われた。審議の結果、これを承認することとした。 

なお、委員より指摘があったため以下の点に関して修正し、事務にて差し替えることとし

た。 

①  申請書について、以下の箇所を修正等すること。 

・「５．安全の確保」の＜健康な人＞について、末梢血採血の採取量を具体的に記載する

こと。 

 ・「６．５）研究費の出途と使用期限」について、研究費名称の「厚生労働科学研究費

補助金」を現在の名称に修正すること。 

②  参加者募集掲示文書について、採血を複数回依頼する可能性がある理由について記

載すること。 

 

（３）２６－１０７「抗原特異的T細胞を用いたHIV感染症に対する新規治療法の開発」（変更） 

（申請者：附属病院エイズワクチン開発担当・客員准教授・立川 愛） 

本件の変更内容について、申請者である立川 愛 客員准教授から説明があった。次いで、

競争的資金の追加の可能性、検体を匿名化する場所等について質疑応答が行われた。審議の

結果、これを承認することとした。 

なお、委員より指摘があったため以下の点に関して修正し、事務にて差し替えることとし

た。 

① 申請書について、以下の箇所を修正等すること。 

 ・「研究従事者の氏名・所属・職名等」について、申請者の職名を修正すること。 

・「キーワード」の誤記を修正すること。 



②  情報公開文書について、「加わっていただくことになりました」を、「加わること

になりました」等の記載に修正すること。 

 

（４）２６-２４「「臍帯血・臍帯由来間葉系幹細胞バンキングとその応用に関する研究」における基盤

研究」（変更、共同研究機関からの審査依頼） 

（申請者：セルプロセッシング輸血部・准教授・長村 登紀子）  

本件の変更内容について、申請者である長村 登紀子 准教授から説明があった。次いで、

本臍帯血バンク以外に臍帯血を保管する選択肢を提供者に説明する必要性、臍帯の臨床用使

用の可能性、公的臍帯血バンクの定義、治験との関連性、採取された細胞が他者に投与され

る可能性、治験審査委員会と倫理審査委員会での申請内容の区分、採取した試料の人格権、

所有権等について質疑応答が行われた。審議の結果、以下の点を修正することを条件に承認

することとした。 

 

①  同意説明文書について、以下の箇所を修正すること。 

 ・前文の「造血細胞移植に関する法律および関連法規」の誤記を修正すること。 

・フローチャートの「適合」の記載位置を修正し、適合不適合の判断をどの段階で行う

かを記載すること。 

・「（３）診療録の閲覧と必要書類作成へのご協力について」の「臍帯血や臍帯のご提供

いただくにあたり」の記載を修正すること。 

・「（１０）廃棄の可能性について」に「研究用として使用できない判断基準」を記載す

ること。また「臨床用に使用するための七項目」を削除し、同内容を「（２）臍帯血と

臍帯の利用について」記載すること。 

 

２．修正の報告 

  委員長から、以下の申請について修正を確認し承認した旨説明があり、了承された。なお、

２０１５年１０月１９日付で承認となった２７－３６については、協議中であった秘密保持契

約の締結が完了し、契約書（写）を委員長が確認した旨報告があった。 

・２５－３４（変更） 

   「胃病変及び消化管細菌叢に対する遺伝子解析による、ヘリコバクター・ピロリ菌感染者の予後関

連因子の解析」 

 （変更前申請者：シークエンス技術開発分野・教授・松田 浩一） 

（変更後申請者：シークエンス技術開発分野・助教・谷川 千津） 

・１５－１５４〈※新領域創成科学研究科審査依頼案件〉 

   「胃病変及び消化管細菌叢に対する遺伝子解析による、ヘリコバクター・ピロリ菌感染者の予後関

連因子の解析」 

（申請者：新領域創成科学研究科・教授・松田 浩一） 

・２６-２２（変更） 

 「希少腫瘍の発症・予後に関する遺伝子の網羅的解析研究」 

（変更前申請者：シークエンス技術開発分野・教授・松田 浩一） 

（変更後申請者：シークエンス技術開発分野・特任助教・平田 真） 

・１５－１５５〈※新領域創成科学研究科審査依頼案件〉 

 「希少腫瘍の発症・予後に関する遺伝子の網羅的解析研究」 

（申請者：新領域創成科学研究科・教授・松田 浩一） 

・２７－２１（変更） 

 「性分化異常症・外性器異常疾患に関わる遺伝子発現・多型・変異に関する研究」 

 （変更前申請者：シークエンス技術開発分野・教授・松田 浩一） 

（変更後申請者：シークエンス技術開発分野・助教・谷川 千津） 



・１５－１５６〈※新領域創成科学研究科審査依頼案件〉 

 「性分化異常症・外性器異常疾患に関わる遺伝子発現・多型・変異に関する研究」 

（申請者：新領域創成科学研究科・教授・松田 浩一） 

 

・２７－３４ 

 「ヒト造血幹細胞および造血器腫瘍幹細胞の分子機能解析」 

   （申請者：細胞療法分野・教授・北村 俊雄） 

・２７－６１ 

   「脳神経障害に対する臍帯血・臍帯由来間葉系細胞を用いた新規治療法開発に向けた基盤

研究」 

   （申請者 ：セルプロセッシング・輸血部・准教授・長村 登紀子） 

・２７－３６  

   「ＨＴＬＶ－１キャリア登録ウェブサイト「キャリねっと」によるＨＴＬＶ－１キャリア実態調査」 

   （申請者：血液腫瘍内科・准教授・内丸 薫） 

 

３． 迅速審査の報告 ※迅速審査における承認の報告 

・２７－６９     

 「緊急入院を指標とした病院－在宅連携システムの医療の質の評価」 

 （申請者：緩和医療科・助教・島田 直樹） 

 

４．前回委員会の議事要旨の内容について了承した。 

 

５．その他 

 古川委員長より、来年度の委員の任期更新について確認があり、２年間の委嘱手続きをとって

おり来年度も継続していただきたい旨、神里研究倫理支援室特任准教授より発言があった。また

古川委員長より平成２８年４月の倫理審査委員会第一委員会の日程について確認があり、後日改

めて事務より連絡することとした。 

  以 上 


